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インターバンクの声 （2016 年 8 月 22 日） 
 

先週末のニューヨーク市場は米国の経済指標発表もなく、前日まで続いた米地区

連銀総裁らによる講演もなかったため、ドル/円やユーロ/ドルなど主要通貨の取引

値幅も小幅に留まった。先週を振り返ると、前週末や週初に発表された米経済指標

が市場予想を大幅に下回ったことから、米国の年内利上げの可能性がほぼ消えか

け、ドルの下落見通しが高まった。このため、ドル/円は何度も 100 円を割って 99 円

台半ばに下落する場面も見られたが、さらなる下落を食い止めたのは、ニューヨーク

連銀のダドリー総裁や、アトランタ地区連銀のロックハート総裁らによる早期利上げ

を支持する発言だった。それでも米連邦準備制度理事会（FRB）の追加利上げが９

月にあるかどうかは依然不透明だ。8月26日に予定されているジャクソンホールでの

経済シンポジウムでイエレン議長がハト派的な見解でも示せば、年内の利上げの可

能性すら薄れ、ドル/円には再び円高圧力がかかるだろう。今週は米住宅関連指標

などの発表があるが、先週後半の持ち高調整などを見ると、週末まで極端に相場が

動く可能性は低そうだ。 
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